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4月21日〜5月20日(合計2,252,247円）
株式会社金寿司	 現金� 10,000円
株式会社ゼロナビ	 現金� 100,000円
宗像ユリックス24時間EKIDEN募金箱
（リボンの会）	 現金� 4,650円
美濃加茂あじさいライオンズクラブ
	 現金� 10,000円
有限会社シンコウドウ	 現金� 4,672円
財団法人倉敷中央病院	 現金� 10,766円
苫小牧骨髄バンク推進会	 現金� 30,000円
広島つばさの会	 現金� 20,000円
株式会社 洋伸	 現金� 28,230円
埼玉骨髄バンク推進連絡会	現金� 14,413円
たぴおお手紙展募金箱（北海道協会）
	 現金� 12,584円
骨髄バンク登録ボランティア有志
	 現金� 45,000円
一戸 辰夫 有志一同	 現金� 50,000円
高橋 計凱	 現金� 10,000円
切明 蹊	 現金� 1,000円
立石 恵子	 現金� 10,000円
薦田 ゆか	 現金� 2,000円
清水 明美	 現金� 3,000円
篠崎 由実子	 現金� 5,000円
新谷 忠次	 現金� 5,000円
須藤 勝巳	 現金� 10,000円
福嶋 すみ子	 現金� 3,000円
中熊 千香	 現金� 50,000円
中村 信	 現金� 10,000円
平野 馨	 現金� 10,000円
山口 昭一	 現金� 5,000円
イイヅカヒデト	 現金� 15,000円
大塚 礼子	 現金� 200,000円
野村 英昭	 現金� 50,000円
野村 康子	 現金� 50,000円
早川 美奈子	 現金� 10,000円
森 浩子	 現金� 10,000円
福原 卓也	 現金� 2,000円
林 好恵	 現金� 5,000円
渡辺 清介	 現金� 2,000円
中嶋 一雄	 現金� 10,000円
匿名	 現金� 3,000円
匿名	 現金� 5,000円
匿名	 現金� 5,000円
匿名	 現金� 50,000円
匿名	 現金� 10,000円
匿名	 現金� 3,000円
匿名	 現金� 10,000円
匿名	 現金� 10,000円
匿名	 現金� 10,000円
� （敬称略）

東日本大震災
被災患者支援基金

基金積み増しにご協力ください
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ゆうちょ銀行　００８店　普通　４７９９９５１

総
会
を
前
に
中
野
理
事
長
に
伺
い

ま
し
た
。

Ｑ
こ
の
一
年
を
振
り
返
っ

て
み
る
と
？

Ａ
何
と
い
っ
て
も
認
定

N
P
O
法
人
を
取
得
で

き
た
こ
と
が
大
き
い
で
す
ね
。
個

人
や
法
人
、
ま
た
相
続
財
産
等
に

よ
る
協
議
会
へ
の
寄
附
金
は
税
控

除
の
対
象
に
な
る
こ
と
か
ら
、
こ

れ
ま
で
よ
り
も
寄
附
の
依
頼
が
し

や
す
く
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
全
国
協
議
会
が
設
立
20

周
年
を
迎
え
る
記
念
す
べ
き
年
で

も
あ
り
ま
し
た
。
特
に
、
福
島
県

裏
磐
梯
で
行
っ
た
「
20
年
目
の
同

窓
会
」
に
は
全
国
か
ら
大
勢
が
集

い
、
有
意
義
な
時
間
で
し
た
。　

　

現
状
に
満
足
す
る
こ
と
な
く
、

今
後
も
造
血
細
胞
移
植
の
発
展
と
、

患
者
さ
ん
や
骨
髄
提
供
希
望
者
の

ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
す
べ
て
の
患

者
さ
ん
が
適
切
な
時
期
に
適
切
な

治
療
を
選
択
し
て
元
気
に
社
会
復

帰
を
果
た
せ
る
よ
う
に
、
患
者
支

援
活
動
、
広
報
活
動
、
要
望
活
動

に
努
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

Ｑ
今
年
度
の
運
動
ス
ロ
ー

ガ
ン
は
？
　

Ａ
「
つ
な
げ
よ
う
〝
い
の
ち
〟

〜
皆
で
踏
み
出
す　

新

た
な
一
歩
〜
」
で
す
。

Ｑ
解
説
を
お
願
い
し
ま
す
。

Ａ
甚
大
な
被
害
を
及
ぼ
し

た
東
日
本
大
震
災
で
は
、

多
く
の
尊
い
命
が
奪
わ
れ
ま
し
た
。

そ
ん
な
今
だ
か
ら
こ
そ
、
改
め
て

〝
い
の
ち
〟
の
大
切
さ
を
伝
え
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い

ま
し
た
。

　

命
の
尊
さ
、
大
切
さ
を
発
信
し
、

思
い
を
共
有
し
て
い
た
だ
け
れ
ば

と
考
え
ま
す
。
ま
た
設
立
21
年
目

の
今
年
度
、
気
持
ち
も
新
た
に
活

動
に
取
り
組
ん
で
行
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

Ｑ
新
年
度
の
事
業
計
画
の

ポ
イ
ン
ト
は
？

Ａ
長
き
に
わ
た
り
取
り
組

ん
で
い
る
事
業
で
あ
る

「
白
血
病
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
」
で

す
が
、
患
者
相
談
を
継
続
し
て
い

く
た
め
に
も
、
相
談
員
の
拡
充
や

一
層
の
レ
ベ
ル
向
上
、
フ
リ
ー
ダ

イ
ヤ
ル
の
存
在
を
広
く
周
知
で
き

る
よ
う
、
Ｐ
Ｒ
活
動
に
も
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
行
き
た
い
で
す
ね
。

同
様
に
、「
佐
藤
き
ち
子
患
者
支

援
基
金
」
に
よ
る
闘
病
に
か
か
る

患
者
さ
ん
の
経
済
的
支
援
を
お
こ

な
う
た
め
に
も
、
積
極
的
に
寄
附

を
募
り
増
資
を
図
っ
て
行
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
東
日
本
大
震
災
や
東
京

電
力
福
島
第
一
原
発
事
故
に
伴

い
、
復
興
の
先
行
き
が
未
だ
見
え

な
い
中
で
避
難
を
余
儀
な
く
さ
れ

て
い
る
造
血
幹
細
胞
移
植
の
対
象

疾
患
の
患
者
と
そ
の
家
族
を
対
象

に
、「
東
日
本
大
震
災
被
災
患
者

支
援
基
金
」
を
創
設
し
ま
し
た
。

被
災
患
者
さ
ん
へ
の
経
済
的
な
支

援
と
し
て
必
要
な
給
付
を
迅
速
に

行
う
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
基
金
が

順
調
に
運
営
で
き
る
よ
う
に
周
知

し
、
被
災
し
た
患
者
さ
ん
の
状
況

を
把
握
し
、
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
長

期
的
支
援
を
行
っ
て
い
く
た
め
に

も
、
加
盟
団
体
の
皆
さ
ま
と
情
報

を
共
有
し
、
連
携
を
取
っ
て
い
き

　

本
紙
第
２
２
５
号
（
本
年
３
月

１
日
発
行
）
で
、
人
口
比
に
お
い

て
驚
異
的
な
ド
ナ
ー
登
録
者
数
を

誇
る
県
や
、
爆
発
的
な
登
録
者
増

を
実
現
し
た
県
が
あ
る
一
方
で
、

ド
ナ
ー
登
録
者
現
在
数
の
現
状
維

持
が
や
っ
と
、
と
い
う
県
や
、
減

少
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
る
県
も

あ
る
こ
と
に
触
れ
、
一
見
順
調
に

推
移
し
て
い
る
と
思
わ
れ
が
ち
な

ド
ナ
ー
登
録
状
況
で
す
が
、
都
道

府
県
格
差
と
い
う
ア
ン
バ
ラ
ン
ス

は
大
き
な
不
安
材
料
で
は
な
い
か

と
指
摘
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
回
は
、
別
な
角
度
か
ら
、
こ
の

テ
ー
マ
を
掘
り
下
げ
て
み
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

各
都
道
府
県
の
月
毎
の
ド
ナ
ー

登
録
者
数
の
増
減
傾
向
を
、
大
ま

か
に
図
表
化
し
て
み
ま
し
た
。
新

規
ド
ナ
ー
登
録
者
数
が
同
月
の
登

録
抹
消
数
を
上
回
っ
た
場
合
を
□
、

下
回
っ
た
場
合
を
■
、
両
者
が
同

数
で
増
減
が
無
か
っ
た
場
合
を
●

で
示
し
ま
し
た
。
あ
ら
か
じ
め
お

断
り
し
て
お
き
ま
す
が
、
□
と
■

に
つ
い
て
は
、
そ
の
意
味
は
決
し

て
一
様
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
わ
ず

か
一
人
の
減
少
も
、
数
十
人
規
模

の
減
少
も
、
同
じ
■
で
表
示
し
て

い
ま
す
。
同
様
に
、
た
っ
た
一
人

の
登
録
者
増
も
、
百
人
規
模
の
登

録
者
増
も
同
じ
□
で
表
示
し
て
い

ま
す
。
そ
の
あ
た
り
を
考
慮
し
た

う
え
で
も
、
こ
の
表
か
ら
は
何
か

が
読
み
取
れ
る
は
ず
で
す
。

　

ま
ず
、
２
０
０
９
年
の
12
月
以

降
、
■
や
●
が
増
え
て
い
る
こ
と

が
わ
か
り
ま
す
。
２
０
０
８
年

以
前
の
デ
ー
タ
は
示
し
て
い
ま

せ
ん
が
、
■
も
●
も
わ
ず
か
に

点
在
し
て
い
る
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。

２
０
０
９
年
の
12
月
は
、
23
も
の

道
県
、
つ
ま
り
お
よ
そ
半
数
の
道

県
で
、
ド
ナ
ー
登
録
者
現
在
数
が

増
え
な
か
っ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

興
味
深
い
の
は
、
直
近
の
２
年
間

に
つ
い
て
み
る
と
、
12
月
か
ら
4

月
に
か
け
て
の
５
カ
月
間
に
、
登

録
者
現
在
数
が
増
え
て
い
な
い
道

県
が
多
く
な
る
こ
と
で
す
。
ま
た
、

夏
場
の
７
月
に
も
多
く
な
る
傾
向

が
み
ら
れ
ま
す
が
、
こ
の
表
に
は

示
し
て
い
な
い
２
０
０
８
年
の
７

月
に
も
登
録
者
現
在
数
が
増
え
な

か
っ
た
県
が
12
を
数
え
、
突
出
し

て
い
ま
し
た
。

  

都
道
府
県
別
に
比
較
し
て
み
る

と
、
違
い
は
歴
然
と
し
て
い
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、
数
値
の
生
デ
ー
タ
を

示
し
て
は
い
ま
せ
ん
の
で
、
た
と

え
ば
、
年
間
に
■
が
11
、
□
が
１

の
場
合
で
も
、
１
名
減
の
月
が
11

か
月
で
、
12
名
増
の
月
が
ひ
と
月

で
あ
れ
ば
、
全
体
で
は
プ
ラ
ス
に

な
り
ま
す
。
逆
に
□
が
11
で
■
が

１
の
場
合
で
も
、
１
名
増
の
月
が

11
カ
月
で
、
12
名
減
の
月
が
ひ
と

月
な
ら
ば
、
全
体
で
は
マ
イ
ナ
ス

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の
辺

を
考
慮
し
た
と
し
て
も
、
こ
の
表

か
ら
は
「
格
差
」
の
二
文
字
が
浮

か
び
上
が
っ
て
く
る
よ
う
に
思
い

ま
す
。
何
が
起
こ
っ
て
い
る
の
か

気
に
な
る
と
い
う
よ
り
、
何
も
起

こ
っ
て
い
な
い
ゆ
え
の
結
果
だ
ろ

う
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
富
山
県
で

は
、
17
カ
月
連
続
で
減
少
と
い
う

信
じ
が
た
い
記
録
を
更
新
中
で
す
。

富
山
県
ほ
ど
で
は
な
い
に
し
て
も
、

北
海
道
、
秋
田
、
岩
手
、
新
潟
、

福
井
、
岡
山
、
山
口
、
香
川
、
高

知
、
大
分
の
一
道
九
県
で
、
登
録

者
数
の
増
加
が
見
ら
れ
な
い
月
を

頻
繁
に
経
験
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

他
方
、
こ
の
28
カ
月
間
に
限
れ
ば
、

栃
木
、
埼
玉
、
東
京
、
京
都
、
兵
庫
、

福
岡
、
長
崎
、
沖
縄
の
８
都
府
県

で
は
、
程
度
の
差
こ
そ
あ
れ
、
登

録
者
数
は
増
加
し
続
け
て
い
ま
す
。

　

こ
の
記
事
の
掲
載
が
２
カ
月
早

け
れ
ば
、
こ
の
８
都
府
県
に
宮
城

と
福
島
の
２
県
が
加
わ
っ
て
い
た

こ
と
で
し
ょ
う
。
順
調
に
登
録
者

数
の
増
加
を
続
け
て
い
た
宮
城
県

は
４
月
に
、
福
島
県
は
３
・
４
月

に
減
少
（
■
）
を
記
録
し
ま
し
た
。

お
そ
ら
く
、
東
日
本
大
震
災
に
よ

る
ド
ナ
ー
登
録
環
境
の
悪
化
、
機

能
停
止
に
よ
る
も
の
と
推
察
さ
れ

ま
す
。

　

ち
な
み
に
、
沖
縄
方
式
を
編
み

出
し
、
長
年
に
わ
た
り
爆
発
的
と

も
言
え
る
多
数
の
ド
ナ
ー
登
録
を

実
現
し
て
き
た
沖
縄
県
で
す
が
、

筆
者
の
知
る
限
り
、
た
だ
一
度
だ

け
（
２
０
０
７
年
12
月
）、
新
規

登
録
者
数
が
抹
消
数
を
下
回
っ
た

新
年
度
事
業
計
画
案
の
ポ
イ
ン
ト

ド
ナ
ー
登
録
の
都
道
府
県
格
差
・
そ
の
２

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
都
道
府
県

別
に
長
期
的
視
野
に
立
て
ば
、
一

度
や
二
度
の
登
録
者
数
の
減
少
を

気
に
す
る
必
要
な
ど
な
い
と
い
う

証
し
で
は
あ
り
ま
す
が
、
あ
の
沖

縄
県
で
さ
え
も
マ
イ
ナ
ス
を
記
録

し
た
こ
と
が
あ
る
と
い
う
事
実
は
、

他
県
の
関
係
者
に
と
っ
て
は
、
示

唆
に
富
む
こ
と
と
考
え
ま
す
。

　

詳
細
な
数
値
を
も
と
に
し
た
分

析
は
別
の
機
会
に
譲
り
ま
す
が
、

さ
ら
に
充
実
し
た
ド
ナ
ー
プ
ー
ル

構
築
の
た
め
に
も
、
都
道
府
県
格

差
、
さ
ら
に
は
季
節
的
な
変
動
を

考
察
し
、
地
域
に
よ
っ
て
は
活
動

の
あ
り
か
た
を
再
検
討
す
る
き
っ

か
け
に
、
本
稿
が
い
さ
さ
か
で
も

役
立
て
ば
と
願
い
ま
す
。

�

（
編
集
部
）

年 2009 2010 2011
※２

月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4

北海道 13

青森 1

秋田 ● ● ● 16

岩手 ● ● 14

宮城 1

山形 2

福島 2

茨城 ● 10

栃木 0

群馬 ● ● 5

埼玉 0

千葉 4

東京 0

神奈川 4

新潟 12

山梨 ● ● ● 10

長野 9

富山 20

石川 8

福井 ● 13

岐阜 ● 8

静岡 ● 5

愛知 7

三重 ● ● 8

滋賀 ● 3

京都 0

大阪 ● 1

兵庫 0

奈良 9

和歌山 2

鳥取 ● ● ● 10

島根 ● ● 4

岡山 12

広島 ● 7

山口 14

徳島 ● 5

香川 ● ● 13

愛媛 8

高知 ● ● ● ● ● 12

福岡 0

佐賀 1

長崎 0

熊本 6

大分 13

宮崎 ● 5

鹿児島 3

沖縄 0

※１ 4 3 6 8 4 4 13 7 4 3 7 23 18 13 16 21 8 9 17 5 7 3 4 19 20 17 18 19

都道府県別・月別ドナー登録者数増減傾向（2009.1 ～ 2011.4）

□：増加　■：減少　●：増減無し　※１：「減少」ないし「増減無し」の都道府県数（各月）
※２：「減少」ないし「増減無し」の月数（過去28カ月中）

た
い
で
す
ね
。

　

こ
の
春
に
は
骨
髄
移
植
1
万

例
・
さ
い
帯
血
移
植
5
千
例
の「
あ

り
が
と
う
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
の
桜

が
咲
い
た
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
も
届

き
ま
し
た
。
患
者
さ
ん
の
希
望
の

シ
ン
ボ
ル
と
し
て
植
え
た
桜
で
す

が
、
そ
の
見
事
な
成
長
ぶ
り
に
自

分
達
が
励
ま
さ
れ
て
い
る
と
感
じ

て
い
ま
す
。
今
年
度
も
全
国
協
議

会
の
新
た
な
飛
躍
に
向
け
て
、
皆

さ
ま
の
ご
支
援
・
ご
協
力
よ
ろ
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。

20
年
を
節
目
に

大
谷
会
長
か
ら
市
川
團
十
郎
さ
ん
へ
バ
ト
ン
リ
レ
ー

　

2
0
0
5
年
か
ら
全
国
協
議
会

の
会
長
を
務
め
ら
れ
た
大
谷
貴
子

氏
が
退
任
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　

大
谷
氏
は
、
ご
自
身
の
骨
髄
移

植
治
療
後
、
我
が
国
の
骨
髄
バ
ン

ク
創
生
に
取
組
み
、
公
的
骨
髄
バ

ン
ク
誕
生
後
は
そ
の
普
及
啓
発
か

ら
患
者
支
援
ま
で
、
ま
さ
に
日
本

の
骨
髄
バ
ン
ク
推
進
活
動
の
先
頭

に
立
ち
続
け
て
ま
い
り
ま
し
た
。

協
議
会
会
長
を
退
任
さ
れ
た
後
も
、

元
患
者
と
し
て
の
経
験
を
活
か
し

な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
軽
い

フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
、
熱
意
を
こ
め

て
活
動
さ
れ
る
そ
う
で
す
。

　

後
任
と
し
て
、
歌
舞
伎
俳
優
の

市
川
團
十
郎
氏
に
会
長
就
任
を
要

請
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、「
私
で
お

役
に
立
て
る
の
で
あ
れ
ば
」
と
、

ご
快
諾
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

６
月
５
日
に
大
垣
市
で
開
催
さ

れ
る
2
0
1
1
年
度
通
常
総
会
で

の
議
決
承
認
を
経
て
、
正
式
に
大

谷
会
長
か
ら
市
川
新
会
長
へ
と
、

バ
ト
ン
が
引
き
継
が
れ
ま
す
。
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国
際
色
豊
か
な
イ
ベ
ン
ト

会
場
に
て
広
報
活
動

愛知県愛知郡

今
月
の

共
催
イ
ベ
ン
ト

歩
い
て
、走
っ
て
、

グ
ッ
ズ
を
配
っ
て

福岡県宗像市

　　　   4月21日〜5月20日   　　　
㈱タクトコーポレーション	現金� 10,000円
徳島藍ライオンズクラブ	 現金� 10,615円
高橋 計凱	 現金� 20,000円
山田 康博	 現金� 9,880円
塩谷 圭	 現金� 1,000円
飯島 孝枝	 現金� 2,240円
須藤 勝巳	 現金� 5,218円
鈴木 薫	 現金� 5,000円
鈴木 純子	 現金� 1,340円
尾木 成子	 現金� 3,000円
城田 普子	 現金� 20,000円
匿名	 現金� 5,000円
匿名	 葉書� 62枚
●白血病患者支援基金
おたる大和家 札幌琴似店	 現金� 6,542円
中華菜館 中華園	 現金� 6,428円
峯 カズミ	 現金� 2,000円
●佐藤きち子患者支援基金
MRIインターナショナル,INC.	 現金� 34,000円
MRIインターナショナル,INC.	 現金� 14,000円
財団法人倉敷中央病院	 現金� 11,012円
坂本 光隆	 現金� 15,723円
福崎 勝利	 現金� 50,000円
� （敬称略）

心からのご寄付に
感謝申し上げます

活動資金の援助をお願いします
銀行口座

三井住友銀行  新宿通支店
普通  ５６６６６５５
郵便振替口座

００１５０-４-１５７５４
特定非営利活動法人

全国骨髄バンク推進連絡協議会

　

４
月
23
〜
24
日
毎
年
恒
例
の

「
宗
像
ユ
リ
ッ
ク
ス
24
時
間
Ｅ
Ｋ

Ｉ
Ｄ
Ｅ
Ｎ
」
が
行
わ
れ
、
今
年
は

84
団
体
が
参
加
、
会
場
で
は
、
東

日
本
大
震
災
へ
の
募
金
も
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

リ
ボ
ン
の
会
も
「
骨
髄
バ
ン
ク

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
福
岡
」
の
皆
さ
ん

と
共
に
参
加
し
、
二
日
間
ド
ナ
ー

登
録
の
説
明
や
、
骨
髄
バ
ン
ク
を

知
っ
て
も
ら
お
う
と
特
設
ス
テ
ー

ジ
で
の
移
殖
患
者
さ
ん
や
ド
ナ
ー

登
録
経
験
者
さ
ん
に
よ
る
ア
ピ
ー

ル
も
行
い
ま
し
た
。

　

Ｅ
Ｋ
Ｉ
Ｄ
Ｅ
Ｎ
に
は
患
者
さ
ん

も
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
参
加
、
あ
く

ま
で
「
啓
発
活
動
」
の
一
環
と
し

て
歩
く
人
、
走
る
人
、
啓
発
グ
ッ

ズ
を
配
り
な
が
ら
の
人
と
無
理
な

く
、
楽
し
く
タ
ス
キ
を
つ
な
ぎ
ま

し
た
。
又
、
ア
ニ
メ
の
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
の
着
ぐ
る
み
や
コ
ス
チ
ュ
ー

ム
、
看
護
師
姿
の
男
性
e
t
c
の

仮
装
有
り
と
お
祭
り
騒
ぎ
の
楽
し

い
二
日
間
で
し
た
。�

（
宮
地
）

　

札
幌
市
の
駅
前
通
の
裏
、
時
計

台
近
く
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
た
ぴ
お
に

て
、
５
月
２
日
か
ら
14
日
ま
で
の

二
週
間
、
患
者
さ
ん
と
ド
ナ
ー
の

お
手
紙
展
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

登
録
実
数
減
少
へ
の
危
機
感
か

ら
、
３
月
の
あ
や
ち
ゃ
ん
展
に
続

い
て
企
画
し
た
も
の
で
す
。

　

こ
う
し
た
活
動
は
、
来
場
し
て

見
て
く
れ
た
市
民
の
数
と
と
も
に
、

報
道
さ
れ
て
記
事
を
読
ん
で
く
れ

た
人
の
数
も
重
要
で
す
。
あ
や

ち
ゃ
ん
展
で
は
北
海
道
新
聞
と
朝

日
新
聞
の
二
紙
が
取
り
上
げ
て
く

れ
て
、
そ
れ
か
ら
間
も
な
い
の
で

続
け
て
報
道
し
て
も
ら
え
る
か
と

不
安
で
し
た
が
、
震
災
募
金
の
ア

ピ
ー
ル
も
あ
る
と
踏
み
切
っ
た
と

こ
ろ
、
朝
日
新
聞
が
全
四
段
の
さ

ら
に
大
き
な
記
事
に
し
て
く
れ
ま

し
た
。

　

芳
名
帳
に
は
「
記
事
が
気
に

な
っ
て
来
て
み
た
」「
来
て
よ
か
っ

た
」
と
い
う
書
き
込
み
も
残
さ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
に
加
え
て

記
事
を
心
に
と
め
て
く
れ
て
い
る

人
も
多
い
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

�

（
加
藤
）

　

2
0
1
1
年
５
月
22
日
、
愛
・

地
球
博
記
念
公
園
で
開
催
さ
れ

た
、「
ウ
ォ
ー
カ
ソ
ン
国
際
チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

に
参
加
し
ま
し
た
。

　

ブ
ー
ス
出
展
を
行
い
、
グ
ッ
ズ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
イ
ベ
ン

ト
の
開
催
も
有
り
、
雨
に
降
ら
れ

な
が
ら
も
骨
髄
バ
ン
ク
の
タ
ス
キ

を
付
け
て
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。
主
催

が
A
C
C
J
（
在
日
米
国
商
工
会

議
所
）・
N
I
S
（
名
古
屋
国
際

学
園
）
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
会

場
に
は
外
国
人
の
方
や
ご
家
族
連

れ
、
学
生
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス

タ
ッ
フ
が
多
く
、
と
て
も
和
気
あ

い
あ
い
と
し
た
雰
囲
気
で
し
た
。

ス
テ
ー
ジ
で
は
バ
ン
ド
の
演
奏
な

ど
も
あ
り
楽
し
ま
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
広
報
活
動
、
他
団
体
と

の
関
わ
り
、
海
外
の
方
々
と
の
関

わ
り
と
い
ろ
い
ろ
な
意
味
を
持
つ

イ
ベ
ン
ト
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

�

（
あ
い
ち
の
会　

小
田
）

　

一
本
の
電
話
。「
N
H
K
の『
欽

ち
ゃ
ん
の
ワ
ー
ス
ト
脱
出
大
作

戦
』
と
い
う
番
組
に
ご
主
人
か
ら

メ
ー
ル
を
頂
き
ま
し
た
。
群
馬
県

の
骨
髄
ド
ナ
ー
登
録
者
率
が
全
国

最
下
位
と
の
こ
と
で
…
…
」
寝
耳

に
水
と
は
ま
さ
に
こ
の
こ
と
。
私

の
知
ら
な
い
間
に
そ
ん
な
こ
と
を

し
て
い
た
な
ん
て
。

　

お
尻
を
叩
か
れ
た
感
じ
が
し
て
、

栃
木
の
ド
ナ
ー
登
録
会
へ
行
き
、

お
世
話
い
た
だ
い
て
、
今
年
の
五

月
、
夫
婦
揃
っ
て
説
明
員
と
な
り

ま
し
た
。
ま
た
１
年
間
を
か
け
て

群
馬
県
内
の
活
動
を
番
組
で
取
り

上
げ
て
く
だ
さ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
更
に
番
組
の
リ
ポ
ー
タ
ー

役
に
は
、
２
月
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

で
講
演
を
行
っ
て
く
だ
さ
っ
た
元

患
者
の
荒
井
善
正
さ
ん
に
協
力
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

早
速
、
荒
井
さ
ん
の
地
元
で
あ

る
千
葉
県
で
の
登
録
会
参
加
の
お

誘
い
が
あ
り
、
５
月
20
日
、
帝
京

平
成
大
学
（
千
葉
県
市
原
市
）
で

開
か
れ
た
献
血
併
行
登
録
会
に
群

馬
か
ら
私
を
含
め
4
人
が
参
加
し

　

2
0
0
9
年
４
月
に
秋
田
大
学

付
属
病
院
の
玄
関
前
広
場
に
植
え

た
「
あ
り
が
と
う
サ
ク
ラ
」
に
花

芽
が
つ
い
て
い
る
よ
、
と
財
団
の

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
さ
ん
が
教
え

て
く
れ
た
の
が
４
月
の
中
旬
。
今

年
は
例
年
に
な
く
積
雪
が
多
か
っ

た
た
め
、
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
の
開
花

も
い
つ
も
よ
り
大
分
遅
か
っ
た
の

で
、
そ
ろ
そ
ろ
ど
う
か
な
、
と
様

子
を
見
に
行
っ
た
５
月
２
日
は
残

念
な
が
ら
空
振
り
。
葉
っ
ぱ
が
出

て
い
た
の
で
今
年
は
咲
か
な
い
の

か
な
、
と
思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、

一
週
間
後
に
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

さ
ん
か
ら
咲
い
て
い
た
よ
、
と

あ
り
が
と
う
サ
ク
ラ
便
り
（
秋
田
編
）

メ
ー
ル
で
写
真
が
送
ら
れ
て
き
ま

し
た
。
幹
も
太
く
な
り
、
丈
も
伸

び
て
成
長
を
楽
し
み
に
し
て
見

守
っ
て
き
ま
し
た
が
、
こ
う
し
て

花
が
咲
く
と
よ
り
一
層
う
れ
し
い

も
の
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
患
者
さ

ん
の
希
望
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
る
よ

う
に
大
切
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。

�

（
秋
田
の
会　

菅
）

感
謝
と
励
ま
し
の
響
き
あ
い

お
手
紙
展
を
開
催

北海道札幌市

の
販
売
、
書
籍
の
展
示
、
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
・
テ
ィ
ッ
シ
ュ
等
を
配
布

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
お
時

間
に
余
裕
の
あ
る
方
に
は
、
骨
髄

移
植
に
つ
い
て
の
ク
イ
ズ
を
交
え

な
が
ら
骨
髄
バ
ン
ク
の
紹
介
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
献

血
ル
ー
ム
等
で
ド
ナ
ー
登
録
が
で

き
る
こ
と
を
知
ら
な
い
方
が
多
く
、

登
録
可
能
な
施
設
等
も
紹
介
さ
せ

ま
し
た
。

　

千
葉
県
は
県
の
薬
務
課
・
日
赤
・

千
葉
の
会
の
方
々
が
協
力
し
て
活

動
さ
れ
て
お
り
、
温
か
い
雰
囲
気

の
中
、一
度
の
見
学
で
直
ぐ
実
地
研

修
と
な
り
ま
し
た
。私
の
説
明
は

申
し
訳
な
い
感
じ
で
、「
怖
い
」「
痛

い
」
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
相
手
に
不
安

を
与
え
る
説
明
だ
と
指
摘
さ
れ
、

リ
ス
ク
、実
際
の
針
の
太
さ
、提
供

後
の
ド
ナ
ー
さ
ん
の
ア
ン
ケ
ー
ト

の
結
果
は
き
ち
ん
と
伝
え
る
よ
う

に
ご
指
導
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
説
明
で
、
な
ん
と
二

人
の
方
が
ド
ナ
ー
登
録
し
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。
一
人
の
方
は
、
以

前
か
ら
考
え
て
い
た
が
、
登
録
す

る
チ
ャ
ン
ス
が
な
か
っ
た
と
の
こ

と
。
も
う
一
人
の
方
は
「
こ
ん
な

形
で
人
の
た
め
に
な
れ
る
の
な

ら
」
と
…
…
。

　

驚
き
と
感
動
！
ド
ナ
ー
さ
ん
や

登
録
し
て
く
だ
さ
る
方
の
す
ご
さ
、

今
ま
で
感
じ
た
こ
と
の
な
い
感
動

が
押
し
寄
せ
ま
し
た
。

「
こ
う
や
っ
て
ド
ナ
ー
登
録
し
て

く
だ
さ
っ
た
方
が
10
年
前
、
私
に

提
供
し
て
く
だ
さ
っ
た
の
だ
、
こ

の
連
鎖
が
あ
っ
て
私
は
今
、
生
き

て
い
る
。
そ
し
て
私
の
説
明
で
、

誰
か
が
ま
た
助
か
る
か
も
し
れ
な

い
。
も
っ
と
説
明
を
し
た
い
」
と
。

登
録
会
に
参
加
し
て
、「
こ
ん
な

危
険
な
こ
と
を
人
に
勧
め
ら
れ
な

い
」
と
辛
く
な
っ
て
い
た
私
の
世

界
が
変
わ
り
ま
し
た
。

　

当
日
、
親
切
に
ご
指
導
い
た
だ

き
、
大
変
お
世
話
に
な
り
、
皆
さ

ん
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

�
（
群
馬
の
会　

中
谷
）

骨髄バンクの最新情報をお知らせする�──────────────────── 骨髄バンクNOW
●平成24年度の国庫補助金要望について
　財団では、平成24年度国庫補助金について、①システム災害対策、②検体
保存事業の全額国庫補助、③骨髄バンクニュース発行への国庫補助を1回分か
ら2回分に増額、以上3項目を新たな要望として提出することとしました。
●平成24年度の診療報酬改定への要望について
　これまで骨髄バンクの患者負担金を解消するために、2年毎の診療報酬改定
に際して要望を行い、徐々に認められてきました。しかし、非血縁者間の造血
細胞移植を受ける患者には依然として患者負担金が残っており、さらなる軽
減・解消が必要です。また、年間約1,200件の移植が行われるなか、施設にお
いては多忙な医師に代わりドナーと患者の双方の観点から調整業務を行う「移
植コーディネーター」の設置が不可欠です。そこで財団では平成24年度診療
報酬改定に際して、①患者負担金の軽減、②「造血幹細胞移植管理料」（仮称）
の新設、について要望していくこととし、先日、要望書を提出いたしました。
●東日本大震災への対応について
　東北6県のうち、青森県（一部地域を除く）、秋田県、山形県については、ドナー
の移動手段となる交通機関が運行し、医療施設もおおむね受入れが可能である
ことから、5月9日（月）より新規コーディネート・確認検査を再開しました。
ただし、ドナーの方のコーディネート進行にあたっては、状況を伺い個別に判
断します。福島県、宮城県、岩手県については引き続き新規コーディネート・
確認検査を見合わせます。なお、岩手県についてはコーディネート再開に向け
て、さらなる状況把握に努め、検討を行っております。
●評議員選定委員会の開催について
　4月19日、新法人へ移行する際の最初の評議員の選定委員会が開催され、３
月末の理事会、評議員会から推薦された候補者案に基づき、審議がなされ、新
法人の最初の評議員が選任されました。この最初の評議員については、6月の
通常理事会・評議員会で報告がなされる予定です。
●SUPER GTの3選手が病院訪問
　4月28日、日本で最も人気のある自動車レースシリーズ「SUPER GT」で活

躍するアンドレ・クート、武藤英紀、柳田真孝の3選手が、富士スピードウェ
イで開催される第2戦を前に、静岡県立こども病院を訪問しました。3選手と
集まった子供たちはジャンケンゲームや記念撮影で楽しいひと時を過ごし、選
手から子供たちへミニカー等のプレゼントが手渡されました。
●タリーズコーヒー全店舗に「チャンス」設置
　全国で400軒以上のコーヒーショップを展開するタリーズの全店舗に、ド
ナー登録のしおり「チャンス」が設置されることになりました。
●20周年記念大会開催のお知らせ
　財団は本年12月18日、設立から20周年を迎えます。記念大会は関係者の皆
様へ感謝する集いです。多くの方々のご参加をお待ちしています。
　日時：平成23年12月17日（土）13：00〜17：00
　場所：東商ホール（東京都千代田区丸の内3－2、東京商工会議所ビル4階）
　内容：第一部 記念式典、第二部 記念のつどい

■4月の区分別ドナー登録者数：献血ルーム／ 765人、献血併行型集団登録会
／ 1,218人、集団登録会／ 16人、その他／ 49人

◆日本骨髄バンクの現状（平成23年4月末現在）
	 3月	 4月	 現在数	 累計数
ドナー登録者数	 2,414	 2,048	 381,470	 497,988
患者登録者数	 241	 195	 2,660	 32,753
骨髄移植例数	 86	 92	−	  12,871
20歳未満ドナー登録者	−	  212	 14,629*1	 −
51歳以上ドナー	 271*2	 68*3	 22,554*4	−

《財団マンスリー JMDP（5月15日発行）より抜粋》

注）数値は速報値のため次月以降に訂正されることがあります。
*1）17年3月〜 *2）51歳以上ドナーの延長数 *3）51歳以上ドナーの新規登録数 *4）17年9月〜
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群馬県

待望のハローキティ横断幕がついに登場しました。
明るいピンク地にたくさんのハートがちりばめられた元気でかわいいデ
ザイン。そして、ブルーの文字で“骨髄バンクをよろしくね！”とさわやか
にアピールしています。
軽くてシワにならない素材なので持ち運びにも使い勝手がよいと既に
好評をいただいております。
今号の本紙にて早くも各地の写真で紹介させていただいてますよう
に、骨髄バンクのＰＲもしながらイベント会場が明るく楽しい雰囲気に
なっているようです。横断幕サイズ60×240cm・８本の紐が付いてい
るので簡単に設置ができました。
Ｔシャツはグリーンとオレンジの２種類です。
背には“つなげよういのち”と、たくさんの願いをこめた文字を入れました。

「ハローキティ横断幕」
「つなげよういのちTシャツ」

お申し込み、お問い合わせは全国協議会事務局まで
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